
　

日

本

生

産

性

本

部

は

６

月

�

日

、

第

１

０

１

期

「

人

事

部

長

ク

ラ

ブ

」

の

６

月

例

会

を

都

内

で

開

催

（

オ

ン

ラ

イ

ン

併

用

）

し

た

。

当

日

は

「

マ

ー

ケ

ッ

ト

デ

ザ

イ

ン

で

設

計

す

る

人

材

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

の

未

来

～

マ

ッ

チ

ン

グ

理

論

に

よ

る

適

材

適

所

の

人

材

配

置

」

を

テ

ー

マ

に

、

東

京

大

学

大

学

院

研

究

科

講

師

で

同

大

学

マ

ー

ケ

ッ

ト

デ

ザ

イ

ン

セ

ン

タ

ー

（

Ｕ

Ｔ

Ｍ

Ｄ

）

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

の

野

田

俊

也

氏

が

講

演

し

た

。

　

野

田

氏

は

冒

頭

、

「

マ

ー

ケ

ッ

ト

デ

ザ

イ

ン

」

は

望

ま

し

い

配

分

か

ら

最

適

な

制

度

を

逆

算

し

、

新

た

な

制

度

の

創

出

や

実

社

会

の

課

題

を

解

決

す

る

も

の

で

あ

り

、

研

修

医

の

病

院

配

属

や

保

育

園

の

入

園

調

整

、

学

校

選

択

・

入

試

な

ど

で

実

用

化

さ

れ

成

果

を

挙

げ

て

い

る

と

述

べ

た

う

え

で

、

マ

ー

ケ

ッ

ト

デ

ザ

イ

ン

を

使

っ

た

適

材

適

所

の

人

事

配

置

に

つ

い

て

説

明

し

た

。

主

体

的

な

人

事

配

置

　

現

状

で

は

、

ほ

と

ん

ど

の

企

業

で

人

事

部

が

社

員

に

関

す

る

情

報

（

希

望

・

能

力

・

資

格

・

経

験

・

家

庭

の

状

況

な

ど

）

を

集

約

し

、

人

事

配

置

を

決

定

し

て

い

る

。

こ

の

人

事

部

集

権

方

式

は

、

「

納

得

感

の

薄

さ

」

（

自

分

が

出

し

た

希

望

が

ど

う

配

属

に

反

映

さ

れ

る

か

不

明

瞭

）

、

「

工

数

」

（

社

員

の

数

が

多

い

場

合

、

収

集

に

も

配

置

の

決

定

に

も

膨

大

な

工

数

が

必

要

）

、

「

情

報

の

取

得

」

（

社

員

は

自

ら

の

希

望

を

正

し

く

申

告

し

て

く

れ

な

い

）

と

い

っ

た

弱

点

が

あ

る

と

指

摘

。

新

し

い

人

事

配

置

の

考

え

方

と

し

て

、

人

事

部

に

す

べ

て

の

情

報

を

処

理

さ

せ

る

の

で

は

な

く

、

個

々

の

社

員

に

「

自

分

は

ど

の

部

署

で

何

を

や

り

た

い

か

」

を

考

え

て

も

ら

い

、

社

員

・

部

署

が

主

体

的

に

考

え

た

計

画

を

、

ア

ル

ゴ

リ

ズ

ム

を

使

っ

て

全

社

的

に

調

整

す

る

「

ア

ル

ゴ

リ

ズ

ム

方

式

」

を

提

唱

し

た

。

納

得

度

と

意

欲

向

上

　

「

ア

ル

ゴ

リ

ズ

ム

方

式

」

で

は

、

参

加

者

全

員

の

希

望

を

入

力

す

る

と

、

あ

ら

か

じ

め

決

め

ら

れ

た

手

続

き

に

沿

っ

て

、

マ

ッ

チ

ン

グ

（

＝

誰

を

ど

の

部

署

に

配

属

す

る

か

）

を

決

定

す

る

こ

と

で

、

人

事

部

集

権

方

式

の

主

要

な

弱

点

（

人

事

配

置

に

か

か

る

工

数

が

圧

倒

的

に

小

さ

い

、

配

置

の

決

め

方

に

透

明

性

が

出

る

た

め

、

納

得

感

が

出

る

、

希

望

が

ど

う

配

置

に

反

映

さ

れ

る

か

明

確

に

な

る

た

め

、

従

業

員

が

偽

り

の

希

望

情

報

を

入

力

す

る

イ

ン

セ

ン

テ

ィ

ブ

も

消

え

る

）

を

解

消

で

き

る

と

い

う

。

　

野

田

氏

は

、

シ

ス

メ

ッ

ク

ス

社

と

Ｕ

Ｔ

Ｍ

Ｄ

が

共

同

開

発

し

た

新

卒

配

属

へ

の

導

入

事

例

に

つ

い

て

も

説

明

し

、

同

社

の

新

入

社

員

の

配

属

に

対

す

る

満

足

度

が

上

が

っ

た

こ

と

や

、

入

社

後

８

カ

月

時

点

の

ア

ン

ケ

ー

ト

調

査

で

、

「

別

の

部

署

に

異

動

し

た

い

」

と

答

え

た

割

合

が

例

年

よ

り

低

下

し

た

と

説

明

。

ま

た

、

部

署

の

約

�

％

が

「

配

属

希

望

人

材

を

選

ぶ

際

に

、

育

成

計

画

や

受

入

体

制

な

ど

を

検

討

し

た

」

こ

と

、

新

入

社

員

と

部

門

の

希

望

を

合

わ

せ

て

決

定

す

る

た

め

、

納

得

度

と

意

欲

が

高

ま

っ

た

こ

と

な

ど

を

紹

介

し

た

。


